
翠

廣
欠
]
心
]
デ
（
医
）
」
｀

1
1

恵
迪
敬
窃
紀
子
（
医
）

T-

— 

L
仰
軒
ー
屈
一
巴
ー
寛
一
渡
辺
賢
治
（
医
）

和

大
塚
家
系
箆

大塚家に伝わるナウマン氏の書

'Wissen macht gelehrt, aber erst das Leden macht den Wissenden 
学写見聞命増経験」

如
知
（
医
）

．
＿
丁
ー
四
（
医
学
生
）

千
子

* 

修
琴
堂
大
塚
家
の
初
代
は
希
斎
と
い
う
。
土
佐
高
知
の

人
て
、
山
内
侯
の
家
臣
。
産
婦
人
科
を
業
と
し
た
。
そ
の

先
祖
は
北
村
姓
て
、
山
内
一
豊
に
従
っ
て
高
知
に
移
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
「
修
琴
」
と
は
人
体
を
琴
に
な
ぞ
ら
え
、

健
康
体
を
作
る
と
い
う
こ
と
か
ら
。
希
斎
に
は
な
か
な
か

子
供
が
て
き
な
か
っ
た
の
て
、
兄
の
子
を
捉
子
と
し
た
。

二
代
目
恭
斎
て
あ
る
。

恭
斎
も
産
婦
人
科
を
継
い
だ
。
恭
斎
は
か
の
華
岡
青
洲

が
開
い
た
医
塾
「
春
林
軒
」
に
入
っ
て
医
を
学
ん
だ
。
華

岡
塾
の
門
人
帳
に
「
安
政
四
年
三
月
十
五
日
土
佐
領
石
邑J‘ 

じ
、
4
·

さ
え
少
な
い
漢
方
家
同
士
が
角
つ
き
合
わ
せ
て
い
た
の
て

は
、
自
分
て
自
分
の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
も
の
。
大
同
団

結
だ
」
。
こ
う
し
て
敬
節
氏
は
、
日
本
漢
方
界
の
団
結
と
復

興
へ
の
道
を
邁
進
す
る
こ
と
と
な
る
。

敬
節
氏
は
昭
和
五
十
五
年
に
八
十
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る

ま
て
、
そ
の
す
べ
て
を
漢
方
に
捧
げ
た
。
昭
和
九
年
、
日

本
漢
方
医
学
会
の
創
立
。
昭
和
十
一
年
、
偕
行
学
苑
の
結

成
。
東
亜
医
学
協
会
の
発
足
。
昭
和
十
八
年
、
同
愛
記
念

病
院
東
方
治
療
研
究
所
設
立
。
戦
後
昭
和
二
十
五
年
、
日

本
東
洋
医
学
会
発
足
。
さ
ら
に
金
匿
会
中
将
湯
ビ
ル
診
療

所
、
日
本
漢
方
医
学
研
究
所
の
創
設
。
こ
れ
ら
戦
前
戦
後

の
漢
方
の
研
究
・
教
育
・
診
療
機
関
の
設
立
に
、
つ
ね
に

主
導
者
と
し
て
活
躍
。
昭
和
漢
方
の
第
一
人
者
と
し
て
の

名
声
を
不
朽
の
も
の
と
し
た
の
て
あ
る
。
大
塚
修
琴
堂
は

西
荻
窪
を
経
て
、
昭
和
三
十
年
四
谷
三
栄
町
に
移
転
。
常

に
門
前
市
を
な
す
ほ
ど
患
者
の
評
判
を
得
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
は
、
武
見
太
郎
日
本
医
師
会
長
と
計

り
、
港
区
白
金
の
北
里
研
究
所
敷
地
内
に
、
北
里
研
究
所

附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
を
創
設
し
、
初
代
所
長
に
就

任
し
た
。
同
研
究
所
は
日
本
て
最
初
の
公
認
束
洋
医
学
総

合
研
究
機
関
て
、
よ
う
や
く
漢
方
は
現
代
医
療
の
な
か
て

の
地
位
を
確
保
し
た
。
昭
和
五
士
二
年
に
は
漠
方
界
て
初

の
日
本
医
師
会
最
高
優
功
貨
の
受
賞
者
と
な
っ
た
。

山
田
光
胤
博
一
（
医
）

冒
上

ー
美
須
寿
享
弘
（
医
）
、

* 

現
当
主
の
恭

男
氏
は
昭
和
五

年
、
敬
節
氏
の

長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
束
京

府
立
第
一
中
学

校
、
武
蔵
高
等

学
校
を
経
て
、

大
塚
修
琴
堂
の
名
を
日
本
中
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
四

代
目
の
敬
節
氏
て
あ
る
。
明
治
三
士
二
年
の
生
ま
れ
。
大

正
十
二
年
に
熊
本
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
。

敬
節
氏
は
医
専
て
西
洋
医
学
を
学
ぶ
う
ち
に
、
西
洋
医

学
に
対
し
、
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
内

科
の
教
授
の
治
療
て
は
い
っ
こ
う
に
好
転
し
な
か
っ
た
不

昭
和
三
十
年
、
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
東
大
附
属
病

院
第
一
内
科
、
つ
い
て
東
大
薬
理
学
教
室
て
研
究
。
医
学

博
士
。
昭
和
三
十
七
1

四
十
一
年
、
西
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
留
学
。
帰
国
後
、
横
浜
市
大
講
師
な
ど
を
経
て
、

昭
和
五
十
一
年
、
北
里
研
究
所
附
属
束
洋
医
学
総
合
研
究

所
に
入
所
。
臨
床
研
究
部
長
・
副
所
長
を
歴
任
し
、
昭
和

六
十
一
年
所
長
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。
本
年
五
月
ま
て

二
年
間
に
わ
た
り
日
本
東
洋
医
学
会
会
長
を
つ
と
め
た
。

日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
ほ
か
の
要
職
に
あ
る
。

恭
男
氏
は
血
筋
を
継
い
て
文
学
の
愛
好
家
。
そ
れ
も
和

漢
洋
を
問
わ
な
い
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
和
歌
や
漢
詩
に
親
し
ん

だ
。
百
人
一
首
の
選
手
も
や
っ
た
。
ア
ラ
ラ
ギ
派
に
は
と
り

わ
け
傾
倒
し
た
。
今
て
も
話
題
が
斎
藤
茂
吉
や
中
村
葱
吉

及
ぶ
と
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
そ
の
作
品
は

こ
と
ご
と
く
読
ん
て
暗
記
し
た
と
い
う
か
ら
、
恐
れ
入
る
。

医
学
部
一
年
生
の
と
き
「
朝
日
歌
壇
」
に
投
稿
し
た
。

年
が
明
け
た
昭
和
二
十
七
年
三
月
三
十
日
の
朝
日
新
聞
に
、

斎
藤
茂
吉
選
と
し
て
「
燈
を
消
し
て
寒
く
な
り
た
る
午
後

五
時
の
解
剖
室
に
手
を
洗
ひ
を
り
」
が
載
っ
た
と
き
の
嬉

* 

疇
『
ソ
匠
と
]
と

I
Aが

そ
の
人
て
あ
る
。

-
d
J
'
口
閲
叩
閂

堂
医
院
四
代
目
て
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
ま
た
ま
高
知
を
訪
れ
た
ナ
ウ
マ
ン
と
親
交
を
結
ん
だ
。
r
ナ

究
所
の
初
代
所
長
と
な
っ
た
大
塚
敬
節
氏
の
名
が
策
頭
に
ウ
マ
ン
象
」
て
有
名
な
お
雇
い
外
人
、
ド
イ
ツ
の
エ
ド
モ

.
e
I

あ
げ
ら
れ
る
。
現
当
主
は
修
琴
堂
大
塚
家
五
代
目
の
恭
男
ン
ド
・
ナ
ウ
マ
ン
て
あ
る
。
再
度
高
知
の
土
を
踏
ん
だ
ナ

す
」
と
揮
塔
し
た
。
そ
の
扁
額
は
現
在
も
大
塚
家
に
伝
わ

一
＿
璽w氏

。
北
里
束
医
研
の
現
所
長
て
あ
る
。
，
｀
コ
[
i
t
"
ロ
コ
,
ぃ
l
t
"
[

る
。
修
琴
堂
三
代
目
は
恵
迪
と
い
い
、
済
生
学
舎
に
学
び

西
洋
医
学
を
修
め
た
。

大堺恭男氏（「修琴堂」の扁額は書家）II村騒山の探牽）

ね
あ
せ

眠
症
と
盗
汗
の
持
病
が
、
民
間
健
康
法

て
一
晩
に
し
て
治
癒
し
た
の
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。

医
専
を
卒
業
し
た
敬
節
氏
は
、
漢
方

医
学
を
学
ぶ
決
意
を
固
め
、
当
時
の
数

少
な
い
漢
方
医
書
を
む
さ
ば
り
読
ん
だ
。

最
も
感
銘
を
受
け
た
の
が
、
当
時
刊
行

さ
れ
た
ば
か
り
の
湯
本
求
其
著
『
皇
漢

医
学
』
て
あ
る
。

r
皇
漢
医
学
』
の
独
習
に
よ
っ
て
試
み

た
漢
方
薬
は
、
驚
く
は
ど
の
効
果
が
あ

っ
た
。
手
さ
ぐ
り
て
用
い
て
も
こ
れ
ほ

ど
だ
。
師
に
就
い
て
学
べ
ぱ
ど
ん
な
に

効
く
こ
と
か
。
こ
う
思
っ
た
ら
矢
も
盾
も
た
ま
ら
な
い
。

敬
節
氏
は
妻
と
生
後
ま
も
な
い
長
男
恭
男
氏
を
高
知
に
残

し
、
単
身
束
京
へ
出
て
、
湯
本
求
真
の
門
に
入
っ
た
。
周

囲
の
人
は
み
な
反
対
し
た
。
時
に
昭
和
五
年
、
三
十
一
歳

て
あ
っ
た
。

翌
昭
和
六
年
、
敬
節
氏
は
郷
里
か
ら
妻
子
を
連
れ
、
束

京
・
牛
込
船
河
原
町
に
開
業
し
た
。
当
時
漢
方
と
い
え
ば

零
落
の
ど
ん
底
だ
っ
た
。
患
者
の
一
人
も
来
な
い
毎
日
が

続
い
た
。
し
か
し
向
学
心
は
つ
の
る
一
方
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
敬
節
氏
は
詩
友
の
伊
福
部
隆
彦
氏
を
介
し

て
、
権
藤
成
卿
の
知
遇
を
得
た
。
権
藤
は
農
本
主
義
者
て
、

そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
自
然
漸
化
の
東
洋
思
想
に
根
ざ

し
た
も
の
て
あ
っ
た
。
敬
節
氏
は
大
い
に
感
じ
、
そ
の
思

想
を
漢
方
に
生
か
す
べ
く
つ
と
め
た
。

敬
節
氏
は
湯
本
求
真
に
就
い
て
、
中
国
漢
代
に
著
さ
れ

た
『
傷
寒
論
』
と
い
う
古
典
を
信
奉
す
る
古
方
派
の
漢
方

を
修
め
た
。
当
時
の
漢
方
界
て
は
後
世
派
や
折
衷
派
を
も

っ
て
任
ず
る
別
派
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
権
藤
は
「
古

方
派
に
は
排
他
癖
が
あ
る
。
反
対
学
を
学
べ
」
と
説
い
た
。

権
藤
の
助
言
は
敬
節
氏
の
考
え
を
一
転
さ
せ
た
。
「
た
だ
て

し
さ
は
、
今
も
忘
れ
な
い
と
語
る
。
同
じ
年
に
は
広
島
の

布
野
に
中
村
憲
吉
の
生
家
を
訪
ね
た
。
数
年
後
に
迎
え
た

泰
子
夫
人
と
の
新
婚
旅
行
て
も
再
度
布
野
を
訪
れ
た
と
い

う
熱
の
入
れ
よ
う
。

ま
た
漢
文
に
も
め
っ
ぽ
う
強
い
。
若
い
こ
ろ
に
は
古
典

漢
文
の
典
範
『
文
選
』
を
原
瞥
て
通
読
し
た
こ
と
も
あ
る
。

少
し
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
、
六
朝
・
唐
宋
の
漢
詩
が
無

尽
蔵
に
出
る
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
も
原
書
て
読
ん
だ
。

ド
イ
ツ
語
も
英
語
も
達
者
て
あ
る
。
酒
席
の
余
興
に
は
イ

ン
ド
訛
り
の
英
語
も
出
る
。
こ
う
い
う
わ
け
だ
か
ら
、
恭

男
氏
の
文
章
の
巧
さ
は
斯
界
て
は
定
評
が
あ
る
。
そ
の
随

筆
は
人
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。

中
学
一
年
の
と
き
、
恭
男
氏
は
『
学
友
』
と
い
う
雑
誌

に
、
父
敬
節
氏
の
学
友A
先
生
の
こ
と
を
題
材
に
し
、
「
僕

も

A
先
生
や
父
の
志
を
継
い
て
医
師
と
な
り
、
今
日
て
は

衰
亡
の
ど
ん
底
に
あ
る
東
洋
医
学
の
復
興
の
為
に
懸
命
の

努
力
を
捧
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
将
来
の
抱
負
を

書
い
た
。
現
在
恭
男
氏
は
東
洋
医
学
の
第
一
人
者
と
し
て
、

臨
床
・
公
務
に
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

* 

恭
男
氏
の
令
姉
は
、
漢
方
界
の
煎
鋲
て
今
年
日
本
東
洋

医
学
会
の
会
頭
を
つ
と
め
た
山
田
光
胤
氏
の
夫
人
て
あ
る
。

山
田
氏
の
二
人
の
令
息
は
と
も
に
医
師
て
、
漢
方
界
の
若

手
と
し
て
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
恭
男
氏
の

令
弟
仲
夫
氏
は
整
形
外
科
医
て
、
そ
の
令
息
も
医
学
生
。

恭
男
氏
に
は
泰
子
夫
人
と
の
間
に
二
女
が
あ
る
。
長
女

の
節
子
さ
ん
は
昨
年
暮
れ
、
京
都
府
立
医
大
卒
の
小
児
科

医
と
結
婚
。
次
女
の
紀
子
さ
ん
は
今
春
東
京
女
子
医
大
を

羹
し
、
慶
大
卒
の
内
科
医
と
結
婚
し
た
。

五
代
に
わ
た
っ
た
名
医
大
塚
家
の
伝
統
は
、
た
と
え
姓

は
変
わ
っ
て
も
、
綿
々
と
子
孫
に
受
け
継
が
れ
つ
つ
あ
る
。

北
里
研
究
所
附
属
束
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
）

（
医
史
文
献
研
究
室
室
長
小
曽
戸
洋

修琴堂四代 大塚敬節氏肖像


